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◆生まれは伏見岡本病院
牧野　そもそも福味先生が京都岡本記念病院に入職し
た理由は？直近はどちらにお勤めされてたのでしょう
か？
福味　医学部も関東の大学でしたし、医師免許証を取
得してからもずっと関東で仕事をしていました。直近
の職場は神奈川県横須賀市の市中病院です。関西に全
く縁がないような感じですが、実は医師免許証の本籍
地は京都府になっているんです。両親ともども京都の
出身でこのたび関西に戻ることになり、親孝行をしよ
うと思い関西への転居を決めました。自分が伏見岡本
病院で生まれたので、お声がけさせていただき、京都
岡本記念病院で採用していただくことになりました。

◆てきぱきとしたスタッフ
牧野　京都岡本記念病院にどんな印象を持たれました
か？
福味　病院に初めて入ったときは、とにかく広くてピ
カピカでドラマの撮影にも使えるのではないかしら？
というのが第一印象です。病棟からの眺めがゆったり
していて治療環境には最良なのではないでしょうか。
入職して 1ヶ月ほどになりますが、スタッフの皆さん
はとてもてきぱきと仕事をされていて立派だなと日々
感じています。

牧野　そうですね、当院のスタッフは「この人はわが
子、わが親　わが兄妹」という岡本病院憲章のもと、
目の前の人を思いやり、大切にしています。それは、
スタッフ同士のコミュニケーションを向上させること
にもつながっています。職種の垣根を超えてスタッフ
が連携し、チーム全体で意思疎通の実践に取り組むこ
とを大きな目標としています。

◆リウマチ膠原病 と 血液内科も
牧野　ところで、福味先生のサブスペシャリティは？
福味　第一にリウマチ・膠原病、次に血液といった感
じです。学生のころは膠原病は大の苦手だったのです
が、前任地で師匠に出会い、苦手を克服することがで
きました。
牧野　それでは、そのような患者さんもご紹介いただ
きたいですね。
福味　そうですね。まだ土地勘がないのでどのくらい
いらっしゃるのかわかりませんし、内科系疾患のなか
でみると、割合的には少ないかな、と感じています。
この症状なら膠原病、というのはなかなかないように
思うので、これ、どうかな？といった判断でご紹介い
ただければと思っています。
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　総合内科とは、特定の臓器・疾患に限定せず、多角的に内科診療を行う部門です。

　京都岡本記念病院では、前身の第二岡本総合病院で 2009 年 4 月に総合内科を開設して以来、13 年がた

ちました。その間、病院内における機能や役割も徐々に変化してきました。

　そしてこのたび、総合内科部長として、福味禎子が着任いたしました。今回は、地域連携担当の牧野副

院長と福味部長との対談の様子をお伝えします。
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◆昔ながらのお医者さん
牧野　総合内科の魅力はどこにあるのでしょうか？
福味　自分のなかでは、「昔ながらのお医者さん」と
いうイメージなので、患者さんの状態をふわっとつか
んで診療していくところのように思います。あれやこ
れやと取り留めもなく訴えてこられることもあります
が、そのなかでも大事なことはなにか、ということを
しっかり見失わずに診療していくのが総合内科なので
はないかと考えています。もちろん、掘り下げたほう
がいい状態があれば、専門診療科にお願いして意見を
いただいています。

◆地域に根差す総合内科を目指して
牧野 最後に、京都岡本記念病院での抱負と、地域の
先生方にメッセージをお願いします！
福味　自分が生まれた病院で医師として医療に携われ
ることを誇りに想いながら、京都岡本記念病院と一緒
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に総合内科が地域に根差していけるように、またご紹
介いただいた患者さんが、皆さんお元気になられてお
帰りいただけるよう、自分の力を最大限に活かしなが
ら、スタッフの皆さんと協力し日々努力をしていこう
と思っております。どうぞよろしくお願いいたします。
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